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当
院
は
日
本
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
学
会

（
日
本
Ｉ
Ｖ
Ｒ
学
会
）の
専
門
医

認
定
修
練
施
設（
県
内
４
施
設
）

で
す
。
今
回
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
の
説
明
と
そ
の
一
つ

で
あ
る
子
宮
筋
腫
に
対
す
る
子

宮
動
脈
塞
栓
術（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）を
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
はInterventional 
R
adiology

の
略
で
、
適
当
な
日

本
語
訳
が
な
く
、
今
で
も
Ｉ
Ｖ

Ｒ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
言

葉
で
す
。
そ
の
た
め
日
本
Ｉ
Ｖ

Ｒ
学
会
で
は
画
像
下
治
療
と
言

う
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
日
本
語
を

充
て
て
、
そ
の
普
及
を
図
っ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
い
う
言
葉

は
主
に
、
画
像
装
置
を
用
い
た

体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
お
よ

び
検
査
方
法
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
は
、
中
心
静
脈
栄

養
の
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
や
ポ
ー

ト
留
置
、
肝
細
胞
癌
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
や
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
、

透
析
シ
ャ
ン
ト
拡
張
術
、
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
の
血
管
拡
張
術
、

外
傷
・
術
後
・
腫
瘍
出
血
の
塞

栓
術
、
機
能
的
動
静
脈
血
サ
ン

プ
リ
ン
グ
、
膿
瘍
ド
レ
ナ
ー
ジ

術
、
術
前
マ
ー
キ
ン
グ
、
生
検

な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療（
検
査
）を
エ
ッ

ク
ス
線
透
視
や
超
音
波
お
よ
び

Ｃ
Ｔ
や
血
管
撮
影（
Ｄ
Ｓ
Ａ
）装

置
な
ど
を
利
用
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
一
つ
で
あ
る
塞
栓

術
と
は
、
詰
め
る
こ
と
を
難
し

く
言
い
換
え
た
言
葉
で
す
。
動

脈
塞
栓
術
は
言
い
換
え
る
と
動

脈
を
詰
め
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
主
に
血
管
撮
影
装
置（
Ｄ

Ｓ
Ａ
）で
行
い
ま
す
。

　

子
宮
筋
腫
は
筋
層
か
ら
生
じ

る
良
性
腫
瘍
で
、
30
歳
以
上
の

女
性
の
20
〜
30
％
に
生
じ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
増
加
と
共
に
増
大
し
、
閉
経

後
は
縮
小
し
ま
す
。
発
生
す
る

部
位
に
よ
り
色
々
な
症
状
に
な
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丸
亀
市
役
所
隣
の
マ
ル
タ
ス

（
丸
亀
市
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ

ー
）で
、
毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
。

マ
ル
タ
ス
会
場
と
院
内
会
場
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
つ
な
い
で
交
流
し
ま

す
。

　

参
加
方
法
は
、
①
マ
ル
タ
ス

会
場
に
来
場
、
②
Ｚｏ
ｏ
ｍ（
オ
ン

ラ
イ
ン
）で
自
宅
か
ら
入
室
、
③

当
日
入
院
中
の
方
は
院
内
会
場

の
３
つ
で
す
。
詳
し
く
は
、
当

院
１
階
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
♪

岩
田　

尚
子

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

マ
ル
タ
ス
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

　
　

〜
が
ん
サ
ロ
ン　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

り
ま
す
が
、
主
に
過
多
月
経
な

ど
の
月
経
困
難
症
や
貧
血
、
大

き
な
筋
腫
に
よ
る
頻
尿
や
腰
痛

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

内
科
的
な
投
薬
治
療
や
外
科

的
な
子
宮
摘
出
術
や
筋
腫
核
出

術
な
ど
様
々
な
治
療
方
法
が
あ

る
中
で
、
子
宮
動
脈
塞
栓
術（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）の
適
応
は
、
閉
経
前
で
子

宮
筋
腫
に
よ
る
症
状
が
あ
り
、

今
後
出
産
の
希
望
が
な
く
、
子

宮
温
存
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん

で
す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
、
右
足
の
付
け
根

（
大
腿
動
脈
）か
ら
細
い
カ
テ
ー

テ
ル
を
使
っ
て
、
左
右
２
本
あ

る
子
宮
動
脈
よ
り
0.5
〜
0.9
㎜
程

の
小
さ
な
ビ
ー
ズ（
マ
イ
ク
ロ
ス

フ
ェ
ア
）を
少
し
ず
つ
流
し
て
い

き
ま
す
。
子
宮
動
脈
が
詰
ま
る

と
、
筋
腫
へ
の
酸
素
や
栄
養
が

止
ま
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的

に
筋
腫
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

手
術
時
間
２
時
間
程
度
、
前
日

入
院
４
泊
５
日
程
度
が
大
体
の

目
安
と
な
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ（
子
宮
動
脈
塞
栓
術
）

は
保
険
適
応
の
あ
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
で

あ
り
、
体
に
負
担
が
少
な
く
有

効
な
治
療
法
の
一
つ
で
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
か
か
り
つ
け
の

婦
人
科
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

第
三
外
科
部
長

胃
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
導
入

　

今
回
、
前
立
腺
が
ん
、
直
腸

が
ん
に
続
き
、
２
０
２
１
年
７

月
よ
り
胃
が
ん
に
対
し
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ビ
ン
チ
）
支
援

下
手
術
を
導
入
し
ま
し
た
。
２

０
０
５
年
よ
り
当
院
で
は
主
に

早
期
胃
が
ん
に
対
し
、
腹
腔
鏡

に
よ
る
手
術
を
開
始
し
、
患
者

さ
ん
に
よ
り
低
侵
襲
で
、
痛
み

の
少
な
い
手
術
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
回
そ
の
進
化
版

と
い
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手

術
を
導
入
し
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
は
、
３
Ｄ

モ
ニ
タ
ー
に
て
超
拡
大

視
し
な
が
ら
、
腹
腔
内

で
使
用
す
る
道
具
が
手

首
以
上
の
可
動
域
を
持

ち
、
指
先
に
勝
る
、
ぶ

れ
な
い
器
具
で
手
術
が

行
え
ま
す
。
感
覚
と
し

て
は
、
患
者
さ
ん
の
お

腹
の
中
に
入
り
込
ん
で
、

組
織
に
超
近
接
し
、
手

術
を
し
て
い
る
よ
う
な

感
じ
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
腹
腔
鏡

手
術
で
難
易
度
が
高
い
と
さ
れ

て
き
た
内
臓
脂
肪
の
多
い
患
者

さ
ん
や
進
行
が
ん
症
例
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
安
全
か
つ
低

侵
襲
な
手
術
が
可
能
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
よ
り
よ
い
手
術
に
で
き

る
よ
う
に
日
々
研
鑽
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。
も
し
、
ご
質
問
の

あ
る
方
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

小
林　

正
彦

手術風景
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寛
永
一
七
年（
一
六
四
〇
）五

月
、
生
駒
藩
四
代
目
の
藩
主
高

俊
の
と
き
、
家
臣
団
が
分
裂
し
、

そ
の
一
方
が
家
中
を
立
ち
退
く

騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
生
駒
騒
動
で
す
。
幕
府
は
こ

の
騒
動
の
処
分
と
し
て
七
月
に

は
高
俊
の
領
地
を
没
収
し
、
出

羽
国
矢
島（
現
在
の
秋
田
県
由
利

本
荘
市
矢
島
町
）一
万
石
に
移
し

ま
し
た
。
翌
一
八
年
九
月
、
幕

府
は
肥
後
天
草
の
領
主
山
崎
家

治
に
豊
田
郡
・
三
野
郡
・
多
度

郡
・
那
珂
郡
一
九
か
村
・
鵜
足

郡
一
か
村
の
計
五
万
石
を
与
え
、

城
地
は
見
立
て
て
決
定
す
る
よ

う
命
じ
ま
し
た
。
翌
一
九
年
二

月
に
は
、
松
平
頼
重
が
常
陸
下

館
か
ら
高
松
十
二
万
石
へ
移
封

を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
讃
岐
国
は

東
西
に
分
割
さ
れ
て
統
治
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
讃

岐
へ
入
っ
た
家
治
は
、
同
年
七

月
、
丸
亀
の
古
城
を
修
復
し
て

居
城
と
す
る
こ
と
を
幕
府
に
願

い
出
て
許
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

に
は
、
丸
亀
城
築
城
の
た
め
幕

府
よ
り
銀
三
百
貫（
金
六
千
両
）

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
崎
氏
が
丸
亀
城
を
再
建
し

た
の
ち
の
正
保
元
年（
一
六
四
四
）

に
、
幕
府
は
、
諸
国
の
大
名
と

代
官
へ
、
国
絵
図
と
石
高
の
明

細
を
記
し
た
郷
帳
、
そ
れ
に
居

城
の
絵
図
を
提
出

す
る
よ
う
命
じ
ま

し
た
。
讃
岐
国
で

は
、
高
松
藩
主
の

松
平
頼
重
が
責
任

者
と
な
り
、
山
崎

氏
が
製
作
し
た
も

の
と
合
わ
せ
て
幕

府
へ
提
出
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
の

国
絵
図
は
の
ち
に

正
保
国
絵
図
と
呼

ば
れ
ま
す
が
、
原

本
は
残
っ
て
い
な

く
て
写
本
や
大
名
の
控
え
図
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
讃
岐
国
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
写
本

「
讃
岐
国
図
」
が
国
立
公
文
書

館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
同
時
に
山
崎

家
治
か
ら
提
出
さ
れ
た
丸
亀
城

の
絵
図
も
同
館
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

の
絵
図
を
丸
亀
市
立
資
料
館
の

常
設
展
示
室
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
山
崎
氏
の

跡
を
継
い
だ
京
極
家
に
伝
来
し

た
も
の
で
す
。

連
載
❷

田
中
健
二

丸
亀
城
と
城
下
町

丸
亀
城
が
再
建
さ
れ
た
こ
ろ

香
川
大
学
名
誉
教
授

図4

図3
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【
図
３
】
は
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
の
「
讃
岐
国
図
」
か
ら
丸

亀
付
近
の
写
図
を
作
成
し
た
も

の
で
、
【
図
４
】
は
、
同
館
所

蔵
の
「
讃
岐
丸
亀
城
絵
図
」
の

う
ち
、
海
側
を
示
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
絵
図
は
丸
亀
城
外
堀

外
の
城
下
町
を
詳
し
く
描
い
た

最
初
の
も
の
で
す
。

　
【
図
３
】
と
、
前
号
に
掲
げ
た

【
図
１
】
・
【
図
２
】
を
く
ら
べ

ま
す
と
、
金
倉
川
は
【
図
１
】

と
同
じ
く
今
津
村
と
下
金
倉
村

の
間
を
ま
っ
す
ぐ
に
流
れ
て
瀬

戸
内
海
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
【
図
２
】
に
描
か
れ
て
い

る
丸
亀
古
城
の
海
側
に
見
え
る

二
か
所
の
岬
状
の
土
地
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
前
回
の

記
事
で
【
図
２
】
に
つ
い
て
「
寛

永
五
年
に
江
戸
幕
府
へ

提
出
さ
れ
た
国
絵
図
の

写
本
」
と
書
い
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
寛
永

一
〇
年
」
の
誤
り
で
す
。

【
図
１
】に
つ
い
て
は
同

年
の
製
作
で
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
【
図
４
】
か
ら
知
ら
れ

る
初
期
の
丸
亀
城
下
町

の
概
観
を
述
べ
ま
す
。

城
下
町
は
、
外
堀
で
城

内
と
区
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
東
西
に
延
び

る
外
堀
は
、
現
在
の
県

道
高
松
善
通
寺
線
に
当

た
り
ま
す
。
東（
図
の
左
側
）は

土
器
川
河
口
へ
続
く
東
汐
入
川

の
西
側（
現
在
の
風
袋
町
付
近
）、

西（
図
の
右
側
）は
西
汐
入
川
へ

入
る
水
路
の
東
側（
現
在
の
南
条

町
付
近
）
で
限
ら
れ
ま
す
。
海

側（
図
の
下
側
）は
「
舟
入
」（
港
）

や
遠
浅
の
海
岸
に
沿
っ
て
い
ま

す
。
城
下
町
に
は
、
外
堀
に
近

い
と
こ
ろ
に
足
軽
屋
敷
、
東
西

に
寺
屋
敷
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
は
「
古
町
」
・
「
新
町
」

と
町
屋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
図

で
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
「
古

町
」
は
、
生
駒
時
代
に
で
き
た

町
と
み
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
南

条
町
・
塩
飽
町
・
本
町
・
西
本

町
・
西
平
山
町
・
北
平
山
町
・

御
供
所
町
に
当
た
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
う
ち
西
平
山
・
北
平
山

・
御
供
所
の
三
町
は
【
図
１
】

の
「
三
浦
」
の
こ
と
で
、
聖
通

寺
山
の
麓
に
あ
っ
た
浦
の
住
人

を
移
住
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
号
で
は
、
丸
亀
城
付
近
の

海
岸
地
形
の
変
化
と
海
辺
の
利

用
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

田中健二氏プロフィール

　

田
中
健
二
さ
ん
は
、香
川

大
学
名
誉
教
授
で
ご
専
門

は
日
本
中
近
世
史
で
す
。

多
年
に
わ
た
っ
て
香
川
県

文
化
財
保
護
審
議
会
の
委

員
を
務
め
ら
れ
、教
育
文

化
功
労
者
と
し
て
令
和
元

年
に
県
知
事
表
彰
を
う
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

前号資料　図1

前号資料　図2
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４
月
か
ら
整
形
外
科
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
近
藤
秀
則
と
申

し
ま
す
。
前
任
の
岡
山
済
生
会

で
は
上
肢
を
中
心
に
診
療
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

香
川
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
が
、
早
く
地
域
に
な
じ

み
、
丁
寧
な
診
察
と
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
心
が
け
、
中
西
讃

地
区
の
地
域
医
療
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
学
生
時
代
か
ら
野
球
、
最

近
は
子
ど
も
と
一
緒
に
サ
ッ
カ

ー
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

新
任
医
師
紹
介第三整形外科部長

近藤 秀則
ひで のりこん どう

　

東
４
病
棟
は
内
科（
主
に
肝
臓

疾
患
）・
耳
鼻
咽
喉
科
・
整
形
外

科
の
混
合
病
棟
で
す
。
急
性
期

病
院
で
あ
り
緊
急
の
入
院
や
が

ん
治
療
、
手
術
療
法
を
受
け
る

方
な
ど
様
々
な
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
経
過

が
早
く
め
ま
ぐ
る
し
い
状
況
は

あ
り
ま
す
が
、
「
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
が
安
心
し
て
治
療
に
臨

み
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
寄
り

添
っ
た
看
護
」
の
提
供
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
や
整
形
外
科
の

手
術
や
肝
臓
疾
患
の
治
療
・
検

査
に
お
い
て
は
、
手
術
や
検
査

の
前
後
を
通
じ
て
安
心
し
て
過

ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
看
護

師
一
人
一
人
が
明
る
く
笑
顔
で

対
応
し
、
丁
寧
な
説
明
と
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
声
を
聴
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

入
院
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、

「
痛
み
や
病
気
の
つ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
方
」
「
食
べ
る
こ
と

に
問
題
を
抱
え
る
方
」
「
治
療

後
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
方
」

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当
病

棟
に
は
痛
み
や
食
べ
る
事
が
困

難
に
な
っ
た
方
な
ど
へ
、
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
が
ん
性

疼
痛
看
護
認
定
看
護
師
や
摂
食

嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
、

入
退
院
支
援
看
護
師
が
関
わ
っ

て
い
る
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

東
４
病
棟
師
長

部
署
紹
介
「
東
４
病
棟
」

宮
本　

紀
子

　

当
院
の
中
央
放
射
線
部
は

こ
の
度
、
労
働
者
健
康
安
全
機

構
本
部
主
催
に
よ
る
「Q
uality

&
 Safety Team

 A
w
ards 2021

（
医
療
の
質
・
安
全
チ
ー
ム
大

賞
）」
と
し
て
表
彰
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「Q
uality &

 Safety T
eam

A
w
ards 2021

」
と
は
、
各
労

災
病
院
が
実
施
し
て
い
る
医

療
の
質
、
安
全
向
上
の
取
組

（
グ
ッ
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事

例
）の
中
か
ら
、
優
れ
た
取
組

を
選
考
し
、
そ
の
取
組
に
つ

い
て
労
災
病
院
全
体
で
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
労
災
病
院
が
医
療
の
質
、

安
全
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
の
理
念
で
あ
る
、「
働

く
人
々
や
地
域
の
人
々
に
安

全
で
安
心
の
よ
り
よ
い
医
療

と
看
護
を
提
供
し
ま
す
」
と

あ
る
よ
う
に
、
今
回
の
受
賞

に
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
中

央
放
射
線
部
を
は
じ
め
職
員

一
同
、
さ
ら
な
る
安
全
で
安

心
の
よ
り
よ
い
医
療
と
看
護

の
提
供
に
努
め
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
央
放
射
線
部
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
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こ
の
度
外
科
・
消
化
器
外
科

に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
戸

嶋
俊
明
と
申
し
ま
す
。
前
任
地

の
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
下

部
消
化
管（
大
腸
）の
外
科
診
療

に
従
事
し
て
お
り
、
当
院
で
も

下
部
消
化
管
外
科
医
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大

腸
癌
の
外
科
治
療
に
お
い
て
は

低
侵
襲
な
手
術（
腹
腔
鏡
や
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
）を
積
極
的
に
行

い
、
根
治
性（
治
し
き
る
こ
と
）

と
機
能
温
存（
排
便
、
排
尿
、
性

機
能
な
ど
）の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
治
療
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。
患
者
様
に
は
丁
寧
な
診
察

と
説
明
を
心
掛
け
、
よ
く
納
得

し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
尽
力

致
し
ま
す
。丸
亀
市
に
住
む
の
は

初
め
て
で
す
が
、
地
域
の
方
の

た
め
に
少
し
で
も
お
力
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大

腸
疾
患
の
こ
と
で
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
で
医
師
14
年
目
に
な
る

眼
科
医
で
す
。

　

生
ま
れ
は
多
度
津
、
育
ち
は

丸
亀（
と
高
松
）の
讃
岐
っ
子
と

し
て
育
ち
ま
し
た
。
趣
味
は
食

べ
る
こ
と（
う
ど
ん
、
焼
き
肉
、

ス
イ
ー
ツ
）と
音
楽
鑑
賞（
ピ
ア

ノ
）で
、
こ
れ
か
ら
丸
亀
の
美
味

し
い
お
店
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
岡

山
大
学
病
院
で
、
主
に
白
内
障
、

網
膜
硝
子
体
、
緑
内
障
の
診
療
・

手
術
を
中
心
に
経
験
を
積
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
が

安
心
し
て
相
談
で
き
る
診
療
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
目
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
眼

科
外
来
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
内
科
の
石

田
正
也
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
香
川
県
、
岡
山
県
の
病
院
で

消
化
器
疾
患
を
中
心
に
診
療
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
地

元
丸
亀
の
病
院
で
勤
務
で
き
る

こ
と
と
な
り
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
お
腹
の
症
状
は
誰
で
も
経

験
し
た
こ
と
が
あ
る
身
近
な
病

気
で
あ
り
、
ま
た
、
症
状
が
な

く
て
も
、
定
期
検
査
し
、
早
期

発
見
が
望
ま
し
い
病
気
も
あ
り

ま
す
。
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
赴
任
し

ま
し
た
10
年
目
耳
鼻
科
医
の
内

藤
智
之
と
申
し
ま
す
。
平
成
30

年
よ
り
４
年
間
香
川
労
災
病
院

で
勤
務
し
、
１
年
間
香
川
県
立

中
央
病
院
を
経
由
後
、
こ
の
度

再
度
当
院
へ
赴
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ

環
境
で
ま
た
働
け
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
出
身
は
岡

山
で
す
が
、
早
い
も
の
で
香
川

在
住
６
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

丸
亀
は
と
て
も
住
み
や
す
く
子

育
て
も
し
や
す
い
環
境
に
と
て

も
満
足
し
日
々
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
趣
味
と
し
て
硬
式
テ
ニ

ス
を
続
け
て
お
り
、
さ
れ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
た
ら
是
非
声
を

か
け
て
下
さ
い
。
耳
鼻
科
疾
患

は
鼻
の
分
野
を
中
心
に
全
般
を

診
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
困
り

の
際
は
い
つ
で
も
相
談
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
以
前
、
診
療
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
様

や
こ
れ
か
ら
治
療
を
受
け
る
皆

様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ら

れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
放

射
線
科
に
着
任
い
た
し
ま
す
遠

迫
俊
哉
と
申
し
ま
す
。
香
川
大

学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
後
、

香
川
大
学
病
院
、
四
国
こ
ど
も

と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
勤
務
を
経
て
参
り
ま
し
た
。

放
射
線
科
は
診
療
科
の
特
性
上
、

直
接
患
者
さ
ん
と
接
す
る
機
会

は
少
な
い
で
す
が
裏
方
と
し
て

力
の
限
り
皆
様
の
支
え
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
よ
り
赴
任
い

た
し
ま
し
た
、
麻
酔
科
の
溝
渕

有
助
と
申
し
ま
す
。
高
校
ま
で

岡
山
で
育
ち
、
宮
崎
大
学
を
卒

業
後
、
岡
山
・
東
京
の
病
院
で

勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
香
川

で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、

祖
父
母
が
香
川
労
災
病
院
の
す

ぐ
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
思
い
入

れ
の
あ
る
地
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
き
め
細
か

い
麻
酔
と
全
身
管
理
を
患
者
さ

ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

消化器内科副部長

石田 正也
いし  だ まさ  や

耳鼻咽喉科副部長

内藤 智之

放射線診断科副部長

遠迫 俊哉
とし  や

麻酔科副部長

溝渕 有助

とも ゆきない とう

えん さこ

ゆう すけみぞ ぶち

眼科部長

土居 真一郎
しん いち ろうど　い

第五外科部長

戸嶋 俊明
とし あきと  しま
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こ
の
度
香
川
労
災
病
院
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中

村
賢
史
で
す
。
消
化
器
内
科
医

と
し
て
外
来
、
内
視
鏡
検
査
等

を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
診

療
に
関
し
て
は
皆
様
が
親
し
み

や
す
く
適
切
な
診
療
を
、
内
視

鏡
検
査
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ

け
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て
頂

け
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ま
だ
ま

だ
至
ら
な
い
点
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
赴
任
し
て
き
ま
し

た
、
内
科
の
戸
部
翔
子
と
申
し

ま
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
香
川

県
観
音
寺
市
で
す
。
腎
臓
内
科

と
糖
尿
病
内
科
を
主
に
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
趣
味
は
国
内

旅
行
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦（
特
に
野

球
と
サ
ッ
カ
ー
）、
映
画
鑑
賞
で

す
が
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
の
た

め
行
く
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、

寂
し
い
で
す
。
休
日
は
、
昨
年

春
に
子
供
が
産
ま
れ
て
か
ら
は

子
供
と
遊
ん
だ
り
、
公
園
を
散

歩
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
よ
り
赴
任
し
て

参
り
ま
し
た
、
西
村
晃
彦
と
申

し
ま
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
関
西
と
い

う
根
っ
か
ら
の
関
西
人
で
す
。

　

香
川
県
に
は
今
年
で
４
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
場
所
／
食
べ
物
／
方
言

等
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是

非
教
え
て
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

中
讃
地
区
の
医
療
の
一
端
を

担
え
る
よ
う
、
全
力
で
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
香
川
労
災
病
院

に
て
勤
務
さ
せ
て
い
だ
き
ま
す

川
西
竜
輔
で
す
。

　

私
は
香
川
県
高
松
市
出
身
で
、

い
っ
た
ん
北
海
道
大
学
に
在
籍

し
た
後
、
地
元
香
川
県
の
香
川

大
学
医
学
部
に
入
学
し
、
卒
業

後
は
初
期
研
修
の
後
に
坂
出
市

立
病
院
・
香
川
大
学
医
学
部
に

て
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

４
月
３
日
に
は
丸
亀
城
の
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
自
転
車
で
観

て
き
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
丸
亀

市
の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
や
お
店

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て

下
さ
い
。

　

２
０
２
２
年
３
月
よ
り
、
香

川
労
災
病
院
に
脳
神
経
外
科
後

期
研
修
医
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
ま
す
、
林
聖
矢
と
申
し
ま
す
。

生
ま
れ
は
新
潟
県
で
し
て
、
冬

は
早
朝
の
雪
か
き
に
奮
闘
し
な

が
ら
育
ち
ま
し
た
。
大
学
か
ら

香
川
県
在
住
で
す
が
、
冬
で
も

青
空
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
中
学
か
ら

大
学
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
運
動

不
足
で
休
日
は
つ
い
つ
いN

etflix

を
開
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん

な
私
で
す
が
、
患
者
様
の
立
場

で
の
最
善
は
何
か
常
に
考
え
ら

れ
る
医
師
を
目
指
し
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
赴
任

致
し
ま
す
整
形
外
科
の
徳
田
貴

大
と
申
し
ま
す
。
私
は
２
０
１

８
年
か
ら
２
０
２
１
年
９
月
ま

で
香
川
労
災
病
院
で
３
年
半
勤

務
し
、
そ
の
後
２
０
２
１
年
10

月
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
ま
で

岡
山
大
学
病
院
で
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
縁
が
あ
っ
て
再
び
香

川
労
災
病
院
で
の
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。
再
び
香
川
労
災
病
院

で
勤
務
出
来
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と
同
時

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
も
し

ま
す
。

　

患
者
様
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

な
診
療
を
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら

形
成
外
科
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
木
村
凪
と
申
し
ま
す
。
出
身

地
で
あ
る
丸
亀
で
勤
務
す
る
こ

と
と
な
り
、
懐
か
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
形
成
外
科

と
し
て
は
じ
め
て
の
年
で
至
ら

な
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
早
く
一
人
前
の
医

師
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呼吸器内科医師

西村 晃彦
あき ひこにし むら

消化器内科医師

川西 竜輔
りょうすけかわ にし

脳神経外科医師

林 聖矢
せい　やはやし

整形外科医師

徳田 貴大
たか ひろとく　だ

形成外科医師

木村 凪
なぎき　むら

呼吸器内科医師

戸部 翔子
と　べ しょうこ

消化器内科医師

中村 賢史
さと  しなか むら
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は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り
、

香
川
労
災
病
院
で
初
期
研
修
医

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
鈴
木
幸
奈

と
申
し
ま
す
。
出
身
は
香
川
県

で
、
大
学
も
香
川
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。
学
生
の
頃
か
ら
、

将
来
は
地
元
の
医
療
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
う
し
て
、
地
元
の
病
院
に
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
多
く
あ

る
と
は
存
じ
ま
す
が
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
初
期
研
修

医
１
年
目
の
川
口
夏
実
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
、
初
め
て
香
川

県
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
丸
亀

城
や
土
器
川
な
ど
歴
史
あ
る
穏

や
か
な
土
地
で
研
修
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
楽
し
み
は
散
歩
で
、

天
気
の
良
い
日
は
よ
く
出
か
け

て
い
ま
す
。
丸
亀
市
を
ゆ
っ
く

り
歩
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
こ
の

町
を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
１
日

も
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
初
期
研
修

医
１
年
目
の
野
田
寛
貴
と
申
し

ま
す
。
鳥
取
出
身
で
、
岡
山
大

学
を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
点
も
多
く
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

休
日
に
運
動
不
足
の
解
消
も

兼
ね
て
の
散
歩
を
す
る
こ
と
が

趣
味
で
す
が
、
丸
亀
城
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
自
然
が
豊
か
な

丸
亀
市
で
働
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和
４
年

４
月
か
ら
香
川
労
災
病
院
で
お

世
話
に
な
り
ま
す
、
箸
尾
成
将

と
申
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
香
川
県
高

松
市
で
す
。
福
岡
県
の
産
業
医

科
大
学
で
大
学
生
活
を
す
ご
し
、

こ
の
度
故
郷
の
香
川
県
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
、
医
師
の
１
年
目
で

ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

研修医

川口 夏実
なつ　みかわ ぐち

研修医

野田 寛貴
ひろ　きの　だ

研修医

箸尾 成将
はし　お なり まさ

編
集
だ
よ
り

石
川　

恵
美
子

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員

　

暖
か
な
風
と
共
に
春
の

香
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
枯
草
色
だ
っ

た
地
面
か
ら
は
新
緑
が
溢

れ
、
彩
り
豊
か
な
花
々
が

咲
き
ほ
こ
り
、
心
躍
る
季

節
を
迎
え
ま
す
。
長
い
コ

ロ
ナ
禍
生
活
で
こ
わ
ば
っ

た
体
が
少
し
ほ
ぐ
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。
季
節
の
変

わ
り
目
で
す
の
で
、
体
調

を
崩
さ
ぬ
よ
う
睡
眠
を
十

分
に
と
っ
て
、
引
き
続
き

感
染
対
策
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

広
報
誌
「
い
ぶ
き
」
へ

の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
多

数
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

花水木（ハナミズキ）
ミズキ科・
ミズキ属

西4病棟看護師・髙橋希巳江
　アメリカでは、日本の桜の様
に最も愛される花の一つです。
1915年アメリカから日本に贈ら
れ植栽が始まりました。花言葉
は「華やかな恋・私の思いを受
けて下さい」など。3月18・23日、
4月15・23日の誕生花です。

研修医

鈴木 幸奈
ゆき　なすず　き


